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痕は大きく、コロナ前の状態に回復するにはかなりの

努力が必要な現状が諸所に見られる。それは大都市圏

よりも地方、それも過疎化が進む人口高齢化地域にお

いて、より回復が厳しい状態にあるのではないだろう

か。

　総務省が発表したコロナ禍による影響をコロナ前と

比較した企業活動別調査によると「宿泊業」、「生活関

連サービス、娯楽業」、「飲食業」などがコロナ禍の

影響を大きく受けた業種であった４）。今回、研究対象

とした「農村型リゾート南和気荘」（以下、南和気荘）

は旧小学校校舎を改装した宿泊施設であり、そこのラ

ンチルームでイートインをコロナ禍前に営業していた

「学校のパン屋さん」は飲食業である。つまり、コロ

ナ禍の影響を大きく受けた２業種が重なり合ってい

る。従って、コロナ禍前の状態に回復するのにはより

工夫と努力が必要であろうと推察される。しかも南和

気地域は高齢者率の高い過疎地域である。コロナ禍の

１．はじめに

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、2019

年12月初旬に、中国の武漢市で第１例目の感染者が報

告されてから、わずか数カ月ほどの間にパンデミック

と言われる世界的な流行となった。わが国において

は、2020年１月15日に最初の感染者が確認された。

2023年５月８日、新型コロナウイルスは感染症法上季

節性インフルエンザと同じ「５類」に移行したが１）、

その間、わが国のみならず世界中に及ぼした影響は計

り知れない。感染拡大防止のため移動制限が呼びかけ

られ、観光はもとより帰省などの移動自粛、「手洗い」

「３密回避」、「換気」、「マスクの効果的な場面での着

用」と日常生活の送り方まで厳しい自粛生活を余儀な

くされた。現在はこの「ウィズコロナ」生活から「ア

フターコロナ」に転換し、日本では経済正常化へ進ん

でいるといえる２）３）。しかし、経済界でコロナの爪
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にとっては特別なものは何もないが、観光客にとって

はその景観が十分価値のあるものになるという気付き

を述べている。しかし、これは永続的なものではなく、

これを継続していくためには地域住民が主体となって

循環する継続システムの構築がこれからの課題である

と岡田（2016）は提言している。地域活動を継続して

いく研究として横田（2019）８）は地域野菜の「マコ

モタケ」のPR活動を、大学のアクティブラーニング

と小学校の総合的な学習をつなぐことによって地域課

題の解決スキルが次世代に継承されていく試みを述べ

ている。藤田（2021）は中山間地域における地方創生

活動として、インバウンド市場誘致について次のよう

に報告している。岡山県は台湾とのLCC就航を活用

し、アクセス整備や言語サービスの充実を推進し、イ

ンバウンド需要を飛躍的に向上させた。また、ウィズ

コロナを経て、人と人とのつながり方が変化し、バー

チャルでの交流を中心とした「オンライン関係人口」

が創出した。これからの地方創生にはバーチャルでの

関係とリアルでの関係を組み合わせたその地域に関わ

る「関係人口」の創出が重要であると藤田（2021）は

述べている。これらの先行研究から本研究との共通点

や解決のヒントを見出し、実践方法に繋げていった。

２．対象地域の概要

　まず、研究対象とした岡山県中央部にある美咲町南

和気地区について概要を示す。美咲町は2005年（平成

17年）久米郡中央町、柵原町、旭町が合併して誕生し

た町である。南和気地区は旧柵原町に位置していた。

　2023年の人口は13,017人であるが2040年の人口予測

は8,881人と３割以上減少する予測となっている９）。

老年人口の割合は40％以上で今後も上昇する傾向にあ

ると予想されている10）。町内の大半を山林が占め、豊

かな自然を有する。おもな産業は米や果樹であるが、

西日本最大級の養鶏場「美咲ファーム」を始め多くの

養鶏場があり、「たまごかけごはん」発祥の地として

「たまごかけごはん」が観光の目玉となっている。「南

和気荘」は美咲町南和気地区にある宿泊研修施設であ

る。ここは旧南和気小学校の校舎を利用し、合宿や研

影響を大きく受け、回復が困難であろうと推測される

施設・地域を対象に大学生が関わることにより、コロ

ナ禍からの回復を促し、地域の活性化につなげていく

のが本研究の目的である。

先行研究

　地域が主体となって地域の活性化に取り組み、成功

している事例の共通点を「管理職的人材の配置」「女

性の力の活用」「定住促進を目的としない」の３点を

山口（2019）５）は挙げている。また、地方公共団体

依存ではなく、活動そのものを楽しむことによって

活性化が促進されていく傾向にあると山口（2019）５）

は報告している。また、大学生が関わったケースとし

ては、大学生が地域のイメージを具現化したインクボ

トルを開発し、ターゲットを文具コレクターに絞って

販売した報告がある（内藤・古性，2023）６）。この試

みでは資金規模が少額のため、製造コストがかかり、

結果として大学生のプロジェクトマネジメント能力の

向上には効果があったが、商品のブランディングには

及ばなかったと結論付けている。同様に地域資源が地

域活性化に結びついた事例として、美瑛町を取り上げ

た岡田（2016）の報告がある７）。地域の人々にとって

は日常の風景である農業景観だが、CMに起用され、

写真集が出版され、メディアの注目を浴びたことに

よって多くの観光客が訪れ、日常の景観が特別な観光

資源となった事例がある。しかも、この地域はアクセ

スが決して良い所ではなく、他の集客施設や目立った

地域産物が存在していない地域なのである。地域の人

表１　2021年３月の売上高が
2019年比「半減」以下の業種
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小や休止・転換を余儀なくされている。このような状

況の中、新型コロナの流行による来客数の減少で地域

の拠り所であった「農村型リゾート南和気荘」の営業

が滞り（図２）、それを支え、応援してきた「学校の

パン屋さん」活動も難渋している（図３）。

　この状況を改善すべく、パン・菓子類の販売箇所を

南和気荘以外に求めた結果、おおよそ販売実績の８割

が県内のイベントや、近隣の産直市での販売が占める

状況となっている。しかし、現在ではスタッフの高齢

化も進み発足時の半数であるわずか８名で製造、配

達、販売を行い、活動を維持している状態である。と

すれば、これから増々、外販を継続していくことが困

難になることが推察される。従ってこれから「学校の

パン屋さん」活動を継続し、地域の拠り所である「南

和気荘」をどのように有効活用していくかが今後の課

題ではないかと推測した。現在、地域の憩いや交流の

修、陶芸体験やパン作り体験ができる施設である。南

和気パン工房「学校のパン屋さん」は平成21年に地元

有志16名で南和気荘を支えるグループとして活動を始

め、南和気荘の宿泊者や利用者と対象とした、米粉パ

ンの体験工房としてスタートした。その後、平成24年

美咲町６次産業化導入事業に応募し、採択された。町

の支援を受けて施設の改修を行い、平成25年１月に規

模を拡大し、米粉パンの販売に加え、米粉のシフォン

ケーキや地元の幸福たまごを使った焼き菓子類の販売

も開始した11）。また、週一回の南和気荘での販売以外

にも町内の小中学校に給食用パンを卸している。地域

のイベントや物産センターでの販売の他、旧片上鉄道

の通票をモチーフとしたお土産の開発にも取り組み、

南和気荘を中心とした地域活性化に力を注ぎ、米の消

費拡大と地域産物の消費促進につながる活動をしてい

る12）。コロナ禍前は、農村型リゾート南和気荘で毎週

土曜日、焼きたてパンに地元産の新鮮な野菜や果物を

セットにしたランチセットをレトロなランチルームで

提供していたが、現在は営業を休止している。

３．地域が抱える課題

　美咲町南和気地区は岡山県の中山間地域に位置し、

人に占める高齢者の割合が40％と高く、今後の人口減

少も著しいと予測されている。図１に見られるように

美咲町全体でも年少人口、生産年齢人口の割合が30年

間で５～６%減少し、その分老年人口の割合が増加し

ている13）。

　この変化によって地域で行われていたイベントの縮

図１　美咲町人口ビジョンH27.10

図２　南和気荘年間売り上げ

図３　「米粉パン売り上げ
（移動販売・イベント販売含む）」
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　施設利用に関して、南和気荘宿泊利用者はスポーツ

少年団など団体が中心で主に土日に利用されていて、

平日はほとんど利用がない。コロナ禍前は地域の会合

や食事会場としての利用もあったが、いまだ復活して

いない。今後の利用回復が待たれている状況である。

（図４）

〇現地調査後の方向性

　これまで、パンを購入すれば、ランチルームでイー

トインすることができた。さらに500円払えば、コー

ヒーか紅茶、それにカット野菜を中心としたサラダバ

バー、フルーツの小皿をつけるといった提供方法で

あった。しかし、ランチルームを再開するにあたって

　①利益性が低い

　②サラダバーがすぐに乱雑になる

　③目新しさがない

　④人手が必要となる

などの問題点が浮かび上がった。

　これらを解決すべく論議を重ねた結果、再開に当

たってはランチルームからカフェに移行することが決

定した。これによって上記②は消滅し、①③④に関し

てはこれからの課題となった。

〇実施に向けて

　「学校のパン屋さん」スタッフと打ち合わせ会を行

い、ランチルームリニューアルオープンに向けてどの

ような形を目指していくかを話し合った。その結果、

次の①～④のアウトラインが決定した。

　①集客の増加

場、地域外から南和気に訪れたくなるきっかけとなる

場所があまり無く、これらを満たす居場所づくりが更

なる課題ではないだろうか。

４．課題解決に向けての方法

ランチルームの再開

　地域の方たちからも南和気地域の拠り所である旧南

和気小学校を改装した「南和気荘」を有効活用し、「学

校のパン屋さん」の営業効率化、存続を計りたいとの

要請があり、「学校のパン屋さん」スタッフが主体と

なり、大学生と「学校のパン屋さん」がコロナ前に営

業していたランチルームのリニューアルオープンにむ

けて考案していくことになった。

〇現地調査

　2023年５月13日、地域の産物や周辺環境、現在提供

されているパンや菓子類について調査を行った。次に

６月２日、南和気荘の付属施設や以前使用していたラ

ンチルーム、宿泊場所、陶芸教室、パン教室など南和

気荘内の施設設備について見学し、運営者に利用状況

の聞き取りを行った。６月24日には学生と共に「美咲

ブルーベリーファーム寒竹」で収穫体験、美咲町物産

センターに行き、イートインで提供できる地域産物の

収集調査を行った。同時に「学校のパン屋さん」スタッ

フと交流会を持った。

〇現地調査のまとめ

　現在、販売されているパンの種類は約50種類あっ

た。販売当初はこれほど種類が多くなかったが、利用

者の要望に応えて、種類を増やしてきた。ここでの購

買層は限られた少数の近隣住民で、南和気荘外での移

動販売が多い。ただ、現在はパンの種類が多くなった

ため、原材料の在庫管理や発注業務など運営管理の負

担がある。今後は、月ごとに販売種類を限定していく

など対策が必要である。また、焼き菓子類もシフォン

ケーキ2種類、メレンゲクッキー、米粉クッキーなど

数種類を製造し、美咲町物産センターで販売している

とのことであった。

図４　南和気荘利用人数
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〇メニュー作成過程

　「学校のパン屋さん」で販売している菓子類を収集

し、ランチルームで使用していた食器類を借用して

「今、あるもの」を中心としたメニューつくりを始め

た。また、営業に関われる人員数を勘案して提供する

メニューの数は３～４種類に絞りこむこととした。

　６月27日に第一回目の試作を行った。ランチルーム

の食器に合うケーキプレートをイラストに起こした

後、試作したが、全体にまとまりがなく、ソースの配

置や使用材料などの変更を考察した。さらに、他の差

別化を図るために、南和気荘の正面から見た風景をデ

ザイン化し、シンボルマークとする案が出た（図５）。

　７月４日、作成したシンボルマークの一部をステン

シル化し、ケーキ用プレートに転写して使用すること

にした。白色プレートはメインとしたシフォンケーキ

の色映りが悪かったので、黒色プレートを使用するこ

とにした。ここで、ケーキプレートはおおよその盛り

付けが完成した。学校のパン屋さんで販売しているメ

レンゲクッキー、米粉クッキー、幸福たまごのボーロ

などのや焼き菓子を取り合わせて、焼き菓子プレート

の試作をしたが、焼き菓子ばかりでは楽しくないとの

意見も出、地域産もち米で作られた一口大のふわっと

した柔らかい「柔もち」を加えることにした。

　パフェ、クリームソーダも試作したが、これらに使

用できる食器が見当たらず、容器からの検討が必要で

あることが分かった。そこで、南和気荘陶芸教室で作

成された陶器類を借用した。しかし、適する容器はな

く、容器の購入費用やそれを保管する場所の不足、厨

房の負担の軽減などを考慮し、プラスチックカップを

使用することにした。しかし、プラスチックカップは

　②地域外からの若年層の来客

　③従来のイートインの形ではなくカフェを中心とし

た営業再開

　④メニューは地域の特産物を生かした内容にする

〇地域資源調査

　まず、地域資源の掘り起こしするため、若年層の客

が興味関心を持つような風景や体験をリサーチした。

施設の近隣にブルーベリーファームがあり、夏季には

ブルーベリー狩りを楽しめ、新鮮なブルーベリーを購

入できる場所があった。また、南和気荘の景観が素晴

らしく、緑滴る中のレトロな建物はノスタルジックな

雰囲気を醸し出していた。特産物は日本の棚田百選に

選ばれた大垪和西の棚田で採れるコメ、美咲町のPR

の中心となっている「幸福たまご」、そしてブルーベ

リーやイチゴ、柿、ブドウなどがあった。アクセスは、

美作三湯の一つである湯郷温泉から車で20分、津山市

から40分。高速道はなく、交通の便はあまり良いとは

言えない場所であった。

〇営業方法

　どのような形での営業となるか、再びスタッフとの

打ち合わせを行った。そこで受けた提案は次のとおり

である。

　①営業日：土曜日11時から15時まで

　②スタッフ：１～２名で運営

　③カフェのための新規レシピの導入は難しい

　これらを踏まえて、現在、「学校のパン屋さん」で

販売している菓子類を活用したメニュー開発を行うこ

とに決定した。その他の考慮事項として次の①～④が

あげられた。

　①フィールドワークで見つけた地域産物の活用

　②スタッフが少ないので作業工程や仕込み、片付け

をシンプルにする。

　③週１回の営業のため材料の在庫をできるだけ少な

くする。

　④他地域との差別化を図る。

図５　シンボルマークのイラスト
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②焼き菓子プレート

　「学校のパン屋さん」で作られているクロッカン、

米粉クッキー、メレンゲクッキー、卵ボーロを彩り

よく配した。それに、美咲ブルーベリーファーム寒

竹で作られている自家製餅粉を使用した一口サイズ

のやわもちを添え、食感の変化が楽しめる一皿を

作った。

③学校のパフェ

　美咲町産のパットライス、季節の果物、地域産ブ

ルーベリーをたっぷり使用したジェラート、それに

幸福たまごのケーキをトッピングして作った。シン

ボルマークをシールにしたものを容器に張り、オリ

ジナリティを出すのと同時に、パフェ用の容器の購

入費を押さえ、人手を省くために、器材の繰り回し

の必要がないクリアカップを採用した。

④ブルーベリークリームソーダ

　年代を超えて人気のあるクリームソーダをメ

そのままでは特徴がないためシンボルマークをクリア

シールに加工し、カップに貼ることで他との差別化を

図ることとした。

　７月11日、プラスチックカップ用シールを作成し、

貼ったプラスチックカップにパフェやクリームソーダ

を盛り付けた所、程よい感じに仕上がった。また、焼

き菓プレートは2種類の案が出て、どちらにも決め難

かった。そこで試食会での意見を参考に決定すること

とした。コーヒー・紅茶のカップ・ソーサーは南和気

荘の陶芸で作成されたものを使用することにした。

　７月12日、学内で、メニューの内容や値段設定につ

いてアンケート調査およびヒアリングを行った。参加

者は本学食物学科４年生（男女各２名、計４名）であっ

た。

　７月18日、ヒアリングで得た意見を取り入れ、メ

ニューの最終調整を行った。ここで試作が完成したの

で、次にメニュー表の作成とレシピ表、プレゼンテー

ション用のパワーポイントの作成に取り掛かることに

した。

　７月19日、メニュー表の原案を作成したが、若者層

に受け入れられやすい色にしたため、高齢者層には見

にくくなり、改善が必要となった。また、提案し際し

て原価も必要となるため、原価計算を行った。

　７月26日　パワーポイント作成。素案完成。

　７月27日　レシピの見直し、メニュー表決定。パウ

チ加工を施した。

〇カフェメニューの詳細

　今回、完成したメニュー表は図６・７である。

①シフォン プレート

　シフォンケーキに季節のフルーツ、ブルーベリー

ソーを添えプレートには南和気荘（旧南和気小学校）

をモチーフとしたシンボルマークをデザインし、プ

レートに粉糖でプリントした。シフォンケーキは地

元産ブルーベリーをふんだんに使ったブルーベリー

シフォンと幸福たまごのケーキの２種類からチョイ

スできるようにした。

図６　メニュー表（表面）
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〇プレゼンテーション

　10月21日、カフェ・リニューアルオープンの提案を

行った。参加者は南和気自治協議会会長および役員４

名と「学校のパン屋さん」責任者およびスタッフ６名、

南和気荘事務局２名、美咲町みさき共創室室長、学生

３名の計16名であった。

　まず、パワーポイントでカフェのコンセプトや開発

したメニュー、および課題について説明し、その後ブ

ルーベリーパフェと幸福たまごのシフォンケーキセッ

ト、コーヒーを準備し、試食会を持った。

　この時、メニュー表やシール付きプラスチックカッ

プ、レシピ表などを展示し関係者に見ていただいた。

　試食会後、今回の提案についての意見や地域の実情

についてヒアリングを行った。ここで出た意見を集約

するとメニューの種類については大方の賛同が得られ

たが、提供価格について高いという意見が多かった、

また、シフォンプレートはケーキをもっと大きさを大

きくして全体の量を増やせばこの価格でよいとの意見

も出た。盛り付けに関しては校舎のモチーフを生かし

た飾りが好評で、地元産食材が中心となっているのが

好ましいとの意見であった。ブルーベリーパフェは量

が少ないと丁度良いで意見が分かれた。また、パット

ライスの層に甘味が少ない。パサパサした食感なので

チョコレートソースでコーティングするとよいと思う

などの意見が出された。価格については高齢者層には

高く感じるという意見が大半であった。

　南和気地域の現状や今後については、南和気地域で

はスーパーマーケットやコンビニエンスストア、病院

が近隣になく、生活していくには不便である。これま

で行ってきた祭り、神社は何とか継続しているが、地

域の運動会や文化祭、納涼祭は運営が難しくなり、形

を変えていかなくてはならないと考えている。今後、

小規模化機能地区として活性化していきたいとは考え

ているが、具体的な方策が見つからない。インバウン

ド需要はとても見込めないだろう。まず、コロナ禍で

離れていった地元に需要を取り戻したい。南和気荘の

運営を旅行会社と連携していくのには不安があり、過

去に起こったトラブルが尾を引いている。等の意見を

ニューに取り入れた。合成シロップではなく地域産

のブルーベリーソースを使い、ソーダを静かに注い

できれいなグラデーションが出るよう工夫した。上

にはパフェと同じブルーベリージェラートを乗せ、

在庫管理がし易いようにした。ここでも容器は学校

のパフェと同地物を使用し、使いまわしできるよう

にした。

⑤コーヒー、紅茶

　南和気荘で行っている陶芸教室で焼いた器を使用

し、ぬくもりのある雰囲気を醸し出すようにした。

〇注文方法・価格

　それぞれ単品で注文でき、２品セットで注文するこ

ともできるようにした。セットの場合は両方の金額を

足したものから100円サービスすることとした。

図７　メニュー表（裏面）
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３）総務省政策白書令和３年版

　図表２-３-１-５　2021年３月の売上高が2019年比

「半減」以下の業種

　https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/

whitepaper/ja/r03/html/nd123100.html

　（2023年10月16日アクセス）

４）経済産業省

　経済解析室ニュース．飲食関連産業の動向（FBI　

2022年）；「飲食店，飲食サービス業」の回復により、

３年ぶりの上昇となった2022年のフード・ビジネス

　https://www.meti.go.jp/statistics/toppage/

report/archive/kako/20230714_1.html

　（2023年10月16日アクセス）

５）山口泰史：中山間地域において自発的活性化に取

り組む「地域づくり組織」の共通性―中国地方を事

例として―．季刊地理学Vol.71．pp.74-82（2019）

６）内藤旭恵・古性采樹：多摩大研究紀要要「経営情

報研究」_No27，pp167-176

７）岡田和則：地域資源を活用した地域活性化におけ

る事例と課題，高田短期大学キャリア研究センター

紀要（2）,pp19-25（2016）

８）横田恭子：「柏崎野菜」マコモタケのPR活動を通

じた大学地域連携活動の展開―大学教育におけるア

クティブラーニングと小学校の総合的学習との連携

可能性．新潟産業大学経済学部紀要第53号pp.35-54

（2019）

９）藤田夏希：地域の特色を生かした管区誘致と地方

創生のつながり．香川大学経済政策研究第17号，

pp199-223（2021）

９）美咲町HP：町長の部屋

　https://www.town.misaki.okayama.jp/site/

mayor/

　（2023年10月20日アクセス）

10）美咲町人口ビジョン：平成27年10月

11）広報みさきNo.113（2014）

12）山陽新聞（2015.5.2）

13）美咲町人口ビジョン．美咲町，pp3（2015）

聞くことができた。

５．結果および考察

　カフェメニューを開発提案し、それを自治協議会お

よび南和気荘事務局、美咲町役場関係者に提案を行っ

た結果、カフェオープンについて提案を基に準備を進

めていくこととなった。今後の課題としてどのように

PR活動を進めていくか。地元の方の意見を広く集め、

それと同時に「学校のパン屋さん」の再認知を促し、

カフェ利用につなげる取り組みを推進する。また、地

区外からの来訪者のために誘導案内板や看板の設置を

し、往来がスムースにできるようにするのと同時に若

者層の集客を目指し、SNSを利用した発信、HPのリ

ニューアルをしていくことが今後の課題としてあげら

れる。今回は具体的な結果を導き出すには至らなかっ

たが、今後前述の課題に取り組み、コロナ禍からの回

復にどのように寄与できたかについては適宜、報告さ

せていただく予定である。
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